
本誌「with Dignity」は、学院へのご寄付を賜りました皆さま（直近5年以内）、金城学院維持協力会員の皆さま、金城学院の園児・生徒・学生へ配布しています。
また、金城学院のホームページ（https://www.kinjo-gakuin.jp/）でもご覧いただけます。住所変更や購読中止を希望される方はホームページからご連絡ください。
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みどり野会（同窓会）より
お知らせ

みどり野会は1903年に設立された金城学院の卒業生が集う
会です。『みどり野会』という名称は大正9年（1920年）、
旧約聖書の詩篇第23篇から名付けられました。

主はわが牧者なり われ乏しきことあらじ
主は我をみどりの野にふさせ 
いこひの水濱にともなひたまふ

神さまによってこの学院に集められた私たちが卒業後も母校
に集まり、いこいの時を過ごす場という意味で「みどり野会」
はいつも皆さんと共にあるのです。
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※イベント予定の変更がある際は、みどり野会HPにてご連絡します。

お問合せ先
［みどり野会事務局］

電話：《 本 部 》052-931-4480（中学校白百合館1階）／  《 分 室 》052-798-0193（大学本部棟4階）

with Dignity
金城女学校・第6代校長である
エラ・ヒューストンが、外出
する生徒に「金城の生徒として 
“You must have dignity”」と
話しかけたことに由来しています。 
“dignity”は、尊厳・品位の意。

近年、教育現場への支援をすることで社会貢献をなさりたいという思いのもと、母
校への遺贈（遺言による寄付）をお考えくださる方が増えてまいりました。 金城学
院では、学校法人に財産を寄贈された場合に遺贈者並びに受遺者に税金が掛から
ない制度のもと、遺贈による寄付金の募集も行っています。詳細は 総務部総務課
に、遠慮なくご相談ください。遺贈によらない場合でも、相続人が相続財産を申告期
限までに学校法人に寄付した場合、税制上の優遇措置が受けられます。

遺贈による寄付制度

2026年度 みどり野会総会
● 日　時 ： 2026年4月18日（土）　10：30～14：15

● 場　所 ： 名古屋東急ホテル

● 礼　拝 ： 日本基督教団名古屋教会　田口 博之牧師

◎ 要申込： みどり野会事務局までお申し込みください（会費制） 

※総会後の愛餐会でミニコンサートを予定しております。

［イザヤ書９章１節］

　近年、日本でもクリスマスになるとあちらこちらの街々で
きらびやかなイルミネーションが見られるようになりました。
しかし、どれほどの人が「まことの光」に思いを馳せている
でしょうか。イルミネーションはクリスマス・ツリーと共に16
世紀にドイツ（当時は神聖ローマ帝国）で始まったと言われて
います。緯度の高いヨーロッパの冬は夜が暗く長いのですが、
特にドイツは北に位置しますので、12月の夜は「いつになったら
明るくなるのだろう」と思うほどで、凍てつく暗い夜が続きます。
　ドイツには古代ゲルマン民族の時代から常緑樹を御祝い事
などで飾る風習が有ったようですが、それを宗教改革者のルター

がクリスマスに用いました。キリストの永遠の命を落葉する
ことのない常緑樹のもみの木で表し、夜空を照らす星「世の光」
をロウソクの飾りで表したことが現代のクリスマス・ツリーと
イルミネーションの始まりとされています。
　聖書の時代もですが、今の時代も戦争や貧困、病気、先の
見えない不安などから暗闇を歩んでいる人が数えきれないほど
います。しかし、キリストの光は全て人の上に注がれています。
このクリスマスはみなでツリーを立てて、オーナメントやライト
で飾り付けて、心からキリストの誕生をお祝いしませんか。
　　　　　　　　　　　　吉松　純 （大学宗教主事）

クリスマス～希望の光
「闇の中を歩む民は、大いなる光を見、死の陰の地に住む者の上に、光が輝いた。」

学校法人 金城学院　

名古屋市守山区大森二丁目1723番地

TEL.052-798-0180　

発行者／金城学院報編集委員会　
　　　　金城学院報通巻第116号
　　　　（with Dignity vol.46） 
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https://www.kinjo-midorino.com ※活動詳細は会報『みどり野107号』をご覧ください。

金城学院の創立者であるアメリカ南長老教会
宣教師アニー・ランドルフの名にちなみ、1991年に
建学の精神の象徴として建てられた施設です。
約1,700人を収容できる大ホールは、入学式や
卒業式、クリスマス礼拝などの公式行事に使用
されるだけでなく、地域の学術・文化活動にも
貢献しています (名古屋市都市景観賞受賞)。

創立者の名前を冠した「アニー・ランドルフ記念講堂」。


